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第191号 2

▼
歌
才
湿
原
の
所
有
者
が
土

　
地
売
却
の
意
向
を
示
さ
れ

　
た
こ
と
か
ら
、
歌
才
湿
原

　
公
有
地
化
の
た
め
土
地
を

　
取
得
し
た
。

▽
契
約
の
相
手
方

　
伊
藤
壽
夫
氏

▽
契
約
金
額

　
１
０
０
０
万
円

　
（
黒
松
内
町
：
６
０
０
万

　
円
公
益
社
団
法
人
日
本
ナ

　
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
協 

　
会
：
４
０
０
万
円
）

▽
取
得
面
積

　
５
万
４
９
９
９
㎡

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

一
般
会
計

【
主
な
内
容
】

▼
災
害
時
の
非
常
用
食
糧
を

　
備
蓄
す
る
た
め
の
経
費
と

　
し
て
防
災
諸
費
を
増
額
し

　
た
。

▼
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴

　
い
、
低
所
得
者
等
へ
の
臨

　
時
的
な
措
置
と
し
て
講
じ

　
ら
れ
る
臨
時
福
祉
給
付
金

　
及
び
子
育
て
世
帯
臨
時
特

　
例
給
付
金
交
付
に
係
る
経

　
費
を
増
額
し
た
。

▼
黒
松
内
小
学
校
横
の
木
製

　
遊
具
の
老
朽
化
に
よ
り
、

　
解
体
す
る
た
め
の
工
事
費

　
を
増
額
し
た
。

▼
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

　
金
の
内
示
額
の
減
額
に
よ

　
り
、
赤
井
川
線
防
雪
柵
の

　
延
長
を
当
初
予
定
か
ら
約

　
１
０
０
メ
ー
ト
ル
縮
小
す

　
る
た
め
工
事
請
負
費
を
減

　
額
し
た
。

　
そ
の
他
事
業
を
合
わ
せ
て

　
９
２
５
万
８
千
円
を
増
額
。

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

▼
４
月
１
日
付
け
人
事
異
動

　
に
よ
り
、
職
員
給
与
費
の

　
減
額
分
、
１
５
７
万
９
千

　
円
を
減
額
。
　

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

国
保
病
院
事
業
会
計

▼
看
護
師
及
び
医
師
を
確
保 

　
で
き
る
見
通
し
が
当
面
な 

　
い
た
め
、
給
与
費
等
６
６ 

　
１
万
３
千
円
を
減
額
。

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

老
朽
化
に
よ
り
小
学
校

の
一
部
遊
具
を
撤
去
す
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
現
在
は
多

目
的
遊
具
の
設
置
場
所
が

３
ヵ
所
し
か
な
い
状
況
で
あ

る
た
め
、
撤
去
で
は
な
く
更

新
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。

　
　
　
　
　
　（
忠
鉢
議
員
）

　
同
じ
よ
う
な
も
の
を
作
る

と
な
る
と
か
な
り
の
費
用
が

必
要
に
な
る
。
た
だ
、
新
た

な
も
の
を
建
て
て
い
く
必
要

は
あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、

使
う
側
の
お
母
さ
ん
方
と
も

協
議
を
し
な
が
ら
場
所
も
含

め
て
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

臨
時
福
祉
給
付
金
の
給

付
額
お
よ
び
対
象
者
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
基
準
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　（
戸
澤
議
員
）

　
臨
時
福
祉
給
付
金
は
平
成

２７
年
１
月
１
日
時
点
で
住
民

登
録
が
あ
り
、
住
民
税
が
非

課
税
の
方
が
対
象
と
な
り
支

問

安心・安全に遊べる場を

答
鎌
田
町
長

答
森
住
民
課
長

土　
　
　
　
　

地

遊
具
の
撤
去
に
つ
い
て

消
費
税
増
税
に
伴
う
給
付

金
に
つ
い
て

補 正 予 算

質疑質疑質疑
応答応答応答

問

補 

正 

予 

算

公有地となった歌才湿原【エゾカンゾウの花】

平成２７年第２回

８日～１２日

月６ 定例議会

去
る
６
月
８
日
、
平
成
２７
年
第
２
回
定
例
会
が
開
か
れ
た
。
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
町
長
か
ら
の
提
出
議
案
の
ほ
か
、
１
件

の
意
見
書
案
な
ど
１４
の
案
件
を
可
決
。
ま
た
、
議
員
３
人
に
よ

る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
閉
会
し
た
。



第191号3

給
額
は
一
人
に
つ
き
６
千
円
、

年
金
受
給
者
は
５
千
円
の
加

算
が
あ
る
。
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
は
、
今
年
の

６
月
時
点
で
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
る
方
が
対
象
と
な

り
、
子
ど
も
一
人
に
対
し
て

３
千
円
が
支
給
さ
れ
る
が
、

所
得
制
限
の
限
度
額
以
上
の

方
は
対
象
外
と
な
る
。
昨
年

は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
を
受

給
し
た
方
は
こ
ち
ら
の
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

対
象
外
と
し
て
い
た
が
、
今

年
に
つ
い
て
は
両
方
の
受
給

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

つ
く
し
園
か
ら
の
寄
附
に
よ

り
基
金
条
例
を
制
定

▼
第
１
回
定
例
会
に
て
制
定

　
さ
れ
た
黒
松
内
町
医
療
保

　
健
福
祉
職
員
養
成
修
学
資

　
金
貸
付
条
例
の
原
資
と
し

　
て
社
会
福
祉
法
人
黒
松
内

　
つ
く
し
園
よ
り
寄
附
を
い

　
た
だ
け
る
こ
と
が
決
定
し

　
た
た
め
、
黒
松
内
町
医
療

　
保
健
福
祉
職
員
養
成
基
金

　
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、

　
寄
付
金
の
適
切
な
運
用
を

　
は
か
る
た
め
の
本
基
金
条

　
例
を
制
定
し
た
。

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

ふ
る
さ
と
納
税
対
象
分
野
の

拡
大

▼
町
医
療
保
険
福
祉
職
員
養

　
成
基
金
条
例
の
制
定
に
よ

　
り
、
黒
松
内
町
ブ
ナ
北
限

　
の
里
づ
く
り
寄
付
条
例
の

　
一
部
を
改
正
し
、
ふ
る
さ

　
と
納
税
の
対
象
事
業
区
分

　
に
医
療
、
保
健
お
よ
び
福

　
祉
を
担
う
職
員
の
養
成
及

　
び
確
保
に
関
す
る
事
業
を

　
新
た
に
追
加
し
た
。

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
正

▼
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

　
改
正
に
あ
た
り
、
黒
松
内

　
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例 

　
の
一
部
を
改
正
し
た
。
一

　
般
会
計
及
び
基
金
か
ら
３ 

　
千
万
円
の
繰
り
入
れ
を
し
、

　
税
率
一
世
帯
、
１
人
当
た

　
り
の
平
均
額
と
も
に
減
額

　
と
な
る
。

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

後
志
広
域
連
合
規
約

▼
介
護
保
険
法
施
行
令
の
一

　
部
改
正
等
に
よ
り
、
後
志

　
広
域
連
合
規
約
の
一
部
変

　
更
に
係
る
協
議
を
し
た
。

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

今
回
、
他
会
計
か
ら

３
千
万
円
の
繰
り
入
れ
が
あ

り
、
国
保
税
の
町
民
負
担
が

減
る
と
い
う
こ
と
で
大
変
う

れ
し
く
思
っ
て
い
る
が
、
税

金
の
投
入
で
賄
っ
て
い
く
の

に
は
限
界
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
医
療
費
を
引
き
下
げ

る
手
立
て
を
真
剣
に
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

そ
の
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　（
岩
澤
議
員
）

　
医
療
給
付
費
は
平
成
２４

年
度
で
は
約
３
億
円
、
平

成
２５
年
度
に
お
い
て
は
約

２
億
４
千
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。
今

後
医
療
費
を
下
げ
る
手
立
て

と
し
て
、
保
健
事
業
は
当
然

必
要
な
部
分
と
な
り
、
今
年

は
特
定
健
診
も
含
め
て
後
志

広
域
連
合
が
主
体
と
な
っ
た

事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
来
年
度
以
降
の
対
応
に
つ

い
て
、
こ
れ
以
上
下
げ
る
の

は
難
し
い
が
、
少
な
く
と
も

今
年
の
水
準
は
な
ん
と
か
維

持
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
そ
の
年
に
応
じ
て
余

裕
の
あ
る
財
源
、
ま
た
、
今

年
の
よ
う
な
一
般
財
源
か
ら

の
投
入
も
考
え
な
が
ら
今
後

も
水
準
維
持
を
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
き
た
い
。

過
疎
債
対
象
事
業
の
追
加

▼
町
民
体
育
館
整
備
事
業
、

　
屋
外
体
育
施
設
改
修
事
業
、

　
良
質
堆
肥
生
産
工
場
事
業

　
な
ど
黒
松
内
町
過
疎
地
域

　
自
立
促
進
市
町
村
計
画
の

　
追
加
及
び
変
更
を
行
い
、

　
過
疎
債
対
象
事
業
を
拡
充

　
し
た
。

　（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

平
成
２６
年
度
国
保
病
院
事
業

会
計
の
決
算
を
認
定

▼
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

額
２
億
５
２
７
５
万
３
千

円
を
含
め
た
収
益
合
計
は

５
億
５
９
５
５
万
４
千
円

と
な
り
、
費
用
合
計
の

５
億
４
２
６
４
万
７
千

円

を

差

し

引

く

と

１
６
９
０
万
７
千
円
の
黒

字
と
な
っ
た
。

平
成
２５
年
度
末
累
積
赤
字

２
２
２
９
万
４
千
円

平
成
２６
年
度
末
累
積
赤
字

５
３
８
万
７
千
円

　
　
　
　
　
　（
認
定
議
決
）

副
町
長

▼
佐
藤
雅
彦
氏
（
黒
松
内
町

在
住
・
５７
歳
）を
再
任
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
選
　
任
）

監
査
委
員

▼
三
坂
司
氏
（
黒
松
内
町
在

住
・
６８
歳
）
を
選
任
し
た
。

　
　
　
　
　
　（
選
　
任
）

例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告

▼
平
成
２７
年
２
月
分
～
平
成

２７
年
４
月
分
の
出
納
検
査

の
結
果
、
誤
り
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
旨
報
告
さ
れ

た
。

ブ
ナ
北
限
の
里
づ
く
り
基
金

▼
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ

る
寄
附
金
を
積
み
立
て
た

基
金
残
高
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
た
。

　
・
基
金
残
高
７２
万
円

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の

報
告

▼
黒
松
内
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

及
び
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
策
定
業

務
な
ど
４
６
２
６
万
７
千

円
が
翌
年
度
に
繰
り
越
さ

れ
た
。

ブ
ナ
の
里
振
興
公
社
の
経
営

状
況
報
告

▼
平
成
２６
年
度
の
各
施
設

の
利
用
状
況
の
ほ
か

５
６
５
万
６
千
円
の
当
期

損
失
が
報
告
さ
れ
た
。
各

施
設
に
お
い
て
は
、
黒
松

内
温
泉
を
除
い
て
夏
期
間

の
無
休
営
業
や
年
末
年
始

条 例 改 正

質疑質疑質疑
応答応答応答

報　
　

 　
　

告

選　
　
　
　
　

任

問

改
正
さ
れ
た
条
例

制
定
さ
れ
た
条
例

答
森
住
民
課
長

答
鎌
田
町
長

計 

画 

変 

更

認　
　

 　
　

定

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て



～８議員 ７～

臨時職員の賃金を物価上昇もあ

り、大幅に引き上げる必要があ

るのでは。

議員 ８～９

子育て支援対策の今後の具体的

な方向性をどのように考えてい

るのか。

議員 ５～７

各種健診受診率向上対策をどの

ように考えているのか。

一般質問一般質問

第191号 4

営
業
を
継
続
し
て
実
施
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
消
費
の

低
迷
に
加
え
燃
料
費
の
価

格
高
騰
や
不
十
分
な
職
員

体
制
な
ど
厳
し
い
経
営
環

境
が
続
き
当
期
の
損
失
と

な
っ
た
。

町
行
政
報
告

▼
行
方
不
明
者
の
捜
索

　
月
越
地
区
で
の
山
菜
採
り

に
よ
る
行
方
不
明
者
は
５

月
２４
日
２
件
、
５
月
２６
日

１
件
、
５
月
２７
日
１
件
の

計
４
件
、
５
名
で
あ
り
、

捜
索
の
結
果
全
員
が
無
事

保
護
さ
れ
た
。

▼
国
保
病
院
の
医
療
体
制
に

関
す
る
町
民
説
明
会

　
６
月
４
日
、
総
合
町
民
セ

ン
タ
ー
で
北
海
道
勤
医
協

へ
の
指
定
管
理
者
に
よ
る

国
保
病
院
の
医
療
提
供
体

制
の
確
保
に
つ
い
て
、
町

主
催
に
よ
る
町
民
説
明
会

を
実
施
し
た
。
会
場
に
は

町
民
２
０
０
名
の
ほ
か
、

管
内
の
医
療
関
係
者
も
参

集
し
た
。
道
勤
医
協
の
田

村
中
央
病
院
院
長
か
ら
は
、

よ
り
質
の
高
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
と
南
後
志
の

中
核
医
療
機
関
を
目
指
す

と
す
る
大
変
前
向
き
な
方

針
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
。

引
き
続
き
指
定
管
理
の
内

容
に
つ
い
て
継
続
し
て
協

議
し
て
い
き
、
１０
月
に
本

協
定
を
締
結
す
る
予
定
で

あ
る
が
、
そ
の
前
に
再
度

町
民
の
皆
様
に
協
定
内
容

を
説
明
す
る
場
を
設
け
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
そ
の
他
、
農
作
物
の
育

成
状
況
に
つ
い
て
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
寄
附
採
納
に

つ
い
て
、
鎌
田
町
長
よ
り

行
政
報
告
が
あ
っ
た
。

１
件
の
意
見
書
を
採
択

▽
件
名
【
発
議
者
・
提
出
先
】

「
戦
争
法
案
」
の
撤
回
を
求

め
る
意
見
書

【
菅
　
　
一
・
国
会
、
内
閣
】

　
（
賛
成
６
・
反
対
２
で
原
案
可
決
）

　
朱
太
団
地
Ｆ
棟
建
設
に
係

る
工
事
現
場
の
視
察
を
７
月

２３
日
に
実
施
し
た
。
Ｅ
棟
建

設
後
に
発
覚
し
た
ピ
ッ
ト
内

の
水
溜
ま
り
等
の
問
題
を
受

け
、
基
礎
掘
削
後
の
現
地
を

確
認
し
た
。
少
量
の
水
は
あ

る
が
、
建
築
後
、
建
物
内
に

入
っ
て
く
る
ま
で
の
水
位
で

は
な
い
旨
説
明
を
受
け
、
こ

れ
に
つ
い
て
了
承
し
た
。

北海道町村議会議員研修会に参加
　７月７日、北海道町村議会議長会が主催する議員研修が札幌コンベンションセンターで開催され、本

町から８名の議員が参加しました。

　まず、中央大学名誉教授の今村都南雄氏により「地方議会を取り巻く最近の動向」を題目として講演

が行われました。今村氏は、自治体の経営は市町村長だけでなく、地方議会も責任を分担する時代が

やってきたとし、地方創生についても総合戦略の内容は議会内の議論のみならず地域住民との意見交換

も行いながら進めてほしいとお話がありました。

　次に、テレビ朝日コメンテーターの川村晃司氏による「これからの政局・政治動向」と題した講演で

は、現在の安倍政権について安全保障法制に力が入りアベノミクスについての動きが見えない状況なの

でもう一度方向性について徹底して検証していくべき

であると指摘しました。また、安全保障法制について

は国会だけでの判断でなく全国の市町村の声を聞き入

れていく必要があり、市町村議会はそれぞれの住民の

声を国政に届けてほしいと、地方議会の重要性を説き

ました。

　両氏とも、住民に身近な町村議会議員の果たすべき

役割の重要さを説き、３時間をこえる講演でしたが、

各議員は真剣に耳を傾け、今後の議員活動につながる

有意義な研修となりました。

朱太団地建築現場視察

行 

政 

報 

告

意　

見　

書

朱
太
団
地
改
修
等
調
査
特
別
委

員
会

朱太団地改修等
調査特別委員会
朱太団地改修等
調査特別委員会



～８議員 ７～

臨時職員の賃金を物価上昇もあ

り、大幅に引き上げる必要があ

るのでは。

議員 ８～９

子育て支援対策の今後の具体的

な方向性をどのように考えてい

るのか。

議員 ５～７

各種健診受診率向上対策をどの

ように考えているのか。

一般質問一般質問

第191号5

黒
松
内
町
の
ま
ち
づ

く
り
の
根
幹
の
一
つ

で
あ
る
健
康
づ
く
り
計
画
に

踏
み
出
す
時
期
が
来
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思

い
な
が
ら
、
一
般
質
問
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
黒
松
内
町
で

た
だ
長
生
き
す
る
だ
け
で
な

く
て
、
元
気
で
最
後
ま
で
自

分
で
や
り
た
い
こ
と
が
で
き

る
、
そ
う
い
う
生
き
生
き
と

生
活
で
き
る
社
会
を
こ
の
黒

松
内
町
で
つ
く
っ
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
で
は
、
ど
う
し
た
ら
そ
の

よ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

１
つ
に
は
や
は
り
食
生
活
だ

と
思
う
の
で
す
。
食
べ
る
も

の
も
自
分
の
家
で
作
っ
た
も

の
を
食
べ
る
だ
と
か
、
健
康

に
良
い
も
の
を
食
べ
て
い
く
、

そ
う
い
う
見
直
し
が
必
要
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
２
つ
目
に
は
運
動
を
、
こ

れ
は
若
い
方
も
そ
う
で
す
け

れ
ど
も
、
高
齢
に
な
っ
て
か

ら
も
運
動
し
て
い
く
と
い
う

の
も
非
常
に
大
事
な
こ
と
で

は
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
、
本
町
で
体
育
館
が
新

し
く
出
来
る
わ
け
で
す
か
ら
、

そ
こ
の
と
こ
ろ
に
私
は
す
ご

く
期
待
を
し
て
い
る
わ
け
で

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
高
齢
の
方

も
少
し
で
も
動
け
る
、
運
動

で
き
る
と
い
う
よ
う
な
体
育

館
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

　
３
つ
目
は
、
予
防
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
が
非
常
に
大
事

で
あ
り
ま
す
し
、
予
防
を
含

め
て
健
診
、
そ
し
て
ど
う
し

た
ら
元
気
に
な
れ
る
の
か
と
、

こ
う
い
う
こ
と
も
総
合
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
今

後
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
最
後

の
予
防
健
診
、
こ
の
推
進
の

こ
と
１
点
の
み
お
聞
き
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
間
か
ら
北
海
道
新
聞

が
が
ん
に
つ
い
て
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

が
ん
は
、
１
９
８
１
年
か
ら

国
民
の
死
因
の
第
１
位
を
占

め
続
け
て
い
て
、
日
本
で
北

海
道
の
が
ん
死
亡
率
が
ひ
と

き
わ
高
く
な
っ
て
い
る
と
、

こ
の
原
因
は
喫
煙
率
の
高
さ
、

そ
れ
と
、
も
う
一
つ
は
、
健

診
受
診
率
の
低
さ
が
原
因
だ

と
い
う
こ
と
で
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
適
切
な
対
策
が
取

ら
れ
て
い
な
い
ま
ま
多
く
の

命
が
失
わ
れ
て
い
て
、
道
民

は
、
年
間
１
万
８
千
人
が
が

ん
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
が

ん
死
亡
率
が
全
国
平
均
を
北

海
道
が
上
回
っ
て
い
る
と
い

う
ふ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
が
ん
で
亡
く
な
る
中
身
で

は
、
第
１
が
感
染
だ
そ
う
で

す
。
感
染
は
、
Ｃ
型
肝
炎
だ

と
か
、
ピ
ロ
リ
菌
と
い
う
の

が
あ
っ
て
、
こ
の
感
染
が

２０
・
６
％
で
す
。
そ
れ
か
ら

次
に
、
た
ば
こ
で
す
。
こ
れ

は
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る

人
と
、
そ
れ
か
ら
受
動
喫
煙
、

家
族
の
方
が
吸
っ
て
い
な
く

て
も
受
け
て
し
ま
う
と
、
こ

れ
が
２０
・
１
％
に
な
っ
て
い

る
。
３
番
目
が
酒
な
の
で
す
。

こ
れ
が
随
分
少
な
く
て
６
・

３
％
、
一
気
に
下
が
る
の
で

す
。
北
海
道
新
聞
で
は
、
１

位
の
感
染
を
な
く
す
れ
ば
死

亡
率
が
２０
％
減
る
と
、
だ
か

ら
、
１
位
と
２
位
の
た
ば
こ

が
減
れ
ば
４０
％
の
人
が
が
ん

に
な
ら
な
く
て
い
い
と
い
う

統
計
な
の
で
す
。
そ
う
考
え

ま
す
と
、
こ
の
こ
と
に
力
を

注
ぐ
と
い
う
の
は
非
常
に
大

事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
町
か
ら
過
去
５
年
間
の
健

診
の
受
診
率
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
体
特
定
健
診
や
何

か
い
つ
も
３０
％
台
な
の
で
す
。

７５
歳
以
上
の
方
は
１８
％
台
に

な
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
の
検

診
は
２０
％
程
度
、
何
故
こ
ん

な
に
受
診
し
な
い
の
か
と
い

う
こ
と
を
真
剣
に
な
っ
て
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

質
問

岩
澤
史
朗
議
員

◆
各
種
健
診
受
診
率
向
上
対
策
を
ど
う
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
◇
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
検
診
等
の
重
要
性
な
ど
を
町
の
広
報
、

　
　
各
種
健
康
教
室
等
を
通
じ
た
普
及
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。



一般質問一般質問一般質問
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う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
が
ん

検
診
を
ど
こ
で
や
っ
て
い
る

の
か
と
見
る
と
、
例
え
ば
検

診
車
が
来
て
や
っ
て
い
る
部

分
が
多
い
で
す
。
そ
れ
か
ら

倶
知
安
厚
生
病
院
に
依
頼
し

た
り
だ
と
か
、
専
門
科
が
な

い
の
で
、
八
雲
に
行
っ
た
り

だ
と
か
、
受
診
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
大

変
不
便
な
こ
と
が
あ
っ
て
、

受
診
で
き
な
い
で
受
診
率
が

下
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と

で
、
何
か
改
善
方
法
は
な
い

の
か
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き

し
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
検

診
の
結
果
が
返
っ
て
き
た
ら

ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い

る
の
か
。
き
っ
と
保
健
師
さ

ん
は
、
結
果
を
個
人
個
人
に

返
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
デ
ー

タ
は
持
っ
て
い
る
は
ず
な
の

で
す
。
い
ろ
い
ろ
と
啓
蒙
活

動
や
何
か
き
っ
と
や
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る

の
か
と
い
う
こ
と
も
少
し
考

え
な
が
ら
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
と
、
先
ほ
ど
言
い
ま

し
た
と
お
り
感
染
症
は
な
か

な
か
難
し
い
の
で
す
け
れ
ど

も
、
た
ば
こ
に
つ
い
て
は
か

な
り
大
事
だ
と
思
い
ま
す
し
、

対
策
練
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

ば
こ
に
対
す
る
対
策
、
喫
煙

対
策
、
思
い
切
っ
て
や
っ
て

い
た
だ
け
な
い
か
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

う
い
う
こ
と
で
、
何
か
対
策

が
あ
り
ま
し
た
ら
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
始
め
に
特
定
健
診
の
受
診

率
の
向
上
と
対
策
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
現
在
の
特
定
健
診
の
制
度

は
、
平
成
２０
年
度
か
ら
開
始

し
、
平
成
２５
年
度
か
ら
は
国

保
に
お
い
て
は
第
２
期
の
特

定
健
診
、
特
定
保
健
指
導
計

画
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
本
町

に
お
け
る
国
保
加
入
者
の
受

診
率
は
平
成
２５
年
度
で
３１
・

３
％
、
目
標
は
３０
％
で
あ
り

ま
し
た
の
で
、
か
ろ
う
じ
て

ク
リ
ア
し
た
と
い
う
状
況
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
平
成

２６
年
度
の
受
診
率
は
３０
・

９
％
で
、
目
標
値
の
３５
％
を

下
回
る
結
果
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
町
と
い
た
し
ま
し
て
、

こ
の
受
診
率
向
上
の
た
め
受

診
勧
奨
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

集
団
健
診
が
終
了
し
た
後
で

も
特
定
健
診
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
町
内
医
療
機
関
で
受

診
で
き
る
体
制
の
整
備
、
そ

し
て
平
成
２５
年
度
か
ら
は
そ

の
受
診
に
係
る
自
己
負
担
も

な
し
と
、
無
料
と
い
う
こ
と

で
受
診
で
き
る
体
制
も
整
え

て
ま
い
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

最
終
的
に
は
な
か
な
か
目
標

値
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。
平
成
２７
年
度
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
う
い
っ

た
反
省
点
も
踏
ま
え
て
後
志

広
域
連
合
が
実
施
す
る
国
保

加
入
者
へ
の
特
定
健
診
、
未

受
診
者
対
策
と
し
て
電
話
勧

奨
事
業
を
行
い
、
受
診
率
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
生
活

習
慣
病
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
よ
っ
て
最
終
的
に
は

医
療
費
の
抑
制
も
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
次
に
、
が
ん
検
診
の
受
診

状
況
と
対
策
に
つ
い
て
で
す

が
、
平
成
２６
年
度
に
つ
い
て

は
、
胃
が
ん
検
診
の
受
診

者
は
２
５
０
人
で
受
診
率

２０
・
２
％
、
肺
が
ん
検
診
は

２
６
６
人
で
２１
・
５
％
、
大

腸
が
ん
検
診
３
０
６
人
で

２４
・
７
％
、
子
宮
が
ん
検
診

１
３
５
人
で
２３
・
４
％
、
乳

が
ん
検
診
１
３
８
人
で
３０
・

５
％
、
前
立
腺
が
ん
検
診

１
０
０
人
で
２３
・
４
％
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
受
診
者

数
の
若
干
の
増
減
は
あ
る
も

の
の
、
総
体
的
に
は
、
こ
こ

数
年
は
横
ば
い
傾
向
に
あ
る

と
い
う
こ
と
ろ
で
あ
り
ま
す
。

検
診
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

回
覧
や
新
聞
折
り
込
み
、
防

災
無
線
等
で
も
町
民
の
方
に

周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、

過
去
の
が
ん
検
診
受
診
者
に

お
い
て
申
し
込
み
の
な
い
方

や
、
新
た
に
対
象
に
な
ら
れ

た
方
な
ど
に
は
、
個
別
通
知

も
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
特
定
健
診
と
が
ん

検
診
を
同
日
に
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
よ
り
受
診
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
ら
か
ら
ど
の
よ
う
な
対

策
を
取
る
の
か
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
議
員
が
お
っ

し
ゃ
る
と
お
り
、
な
か
な
か

受
診
し
に
く
い
環
境
に
あ
る

の
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
大
規
模
病
院
か
ら
遠
い

よ
う
な
遠
隔
地
な
と
こ
ろ
に

つ
い
て
は
、
ど
う
し
て
も
検

診
車
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
、
近

隣
町
村
で
は
倶
知
安
、
八
雲

で
や
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
、

そ
う
い
う
形
で
な
い
と
な
か

な
か
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

た
ば
こ
に
つ
い
て
も
、
私
の

立
場
か
ら
す
る
と
税
収
の
こ

と
も
考
え
る
と
非
常
に
痛
し

痒
し
の
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま

す
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
住

民
の
方
の
健
康
が
第
一
な
の

で
す
が
、
率
直
な
考
え
方
を

す
る
と
慎
重
な
、
微
妙
な
立

場
に
あ
る
の
か
な
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で

も
、
や
は
り
早
期
発
見
、
早

期
治
療
、
そ
れ
か
ら
ま
た
自

己
管
理
と
い
う
部
分
も
町
民

に
し
っ
か
り
と
認
識
し
て
い

た
だ
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
一
つ
の
先
進
的
な

事
例
と
し
て
、
住
民
の
健
康

づ
く
り
の
促
進
や
健
康
づ
く

り
に
対
す
る
意
識
を
広
く
普

及
す
る
た
め
、
市
町
村
が
行

う
各
種
検
診
、
健
康
教
室
、

講
座
、
健
康
に
関
す
る
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
ポ

イ
ン
ト
を
与
え
て
、
一
定
の

ポ
イ
ン
ト
数
を
集
め
る
と
健

康
グ
ッ
ズ
な
ど
が
も
ら
え
る

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
も

あ
り
ま
す
。

　
本
町
と
し
て
も
、
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
多
く
の
町
民
が

検
診
等
を
受
診
し
、
ま
た
、

健
康
に
対
す
る
意
識
の
向
上

が
図
ら
れ
る
か
を
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
ま
た
、
来
年
度

か
ら
は
国
保
病
院
の
診
療
体

制
も
大
き
く
変
わ
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
医
療
、
保
健
、
福

祉
な
ど
の
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
健
康
機
関
と
連
携
も
よ

答
弁
・
鎌
田
町
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り
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
町
民

の
健
康
づ
く
り
、
健
康
に
関

す
る
意
識
の
向
上
に
も
一
体

的
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
環

境
が
整
う
か
な
と
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

は
こ
の
２０
日
間
で
１２
万
数
千

円
の
お
金
と
い
う
の
は
、
町

の
臨
時
職
員
と
し
て
働
い
た

場
合
、
魅
力
あ
る
職
員
と
い

う
か
、
働
き
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
１０
万
そ
こ
そ
こ
あ
る
か
な

し
か
で
仕
事
に
生
き
が
い
を

持
っ
て
将
来
像
を
描
け
る
だ

ろ
う
か
。
も
し
こ
れ
が
若
い

人
で
あ
れ
ば
、
き
っ
と
次
の

仕
事
を
探
す
腰
掛
け
に
し
か

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

と
し
か
私
に
は
思
え
ま
せ

ん
。
な
か
な
か
町
と
し
て
も

臨
時
職
員
を
、
こ
の
給
料
体

系
に
置
い
て
お
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
も
の
が

き
っ
と
あ
る
と
思
う
の
で

す
。
そ
う
で
な
い
と
、
私
は

大
幅
な
ア
ッ
プ
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。
時
給
に
し
て

１
０
０
０
円
と
か
。
今
時
給

に
し
て
考
え
て
み
た
ら
、
７

時
間
４５
分
、
７
と
４
分
の
３

時
間
で
す
か
、
時
給
に
直

す
と
６
２
０
０
円
の
人
は

８
０
０
円
の
値
段
に
な
り
ま

す
。
最
低
賃
金
の
７
５
３
円
、

こ
れ
か
ら
比
べ
る
と
多
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
が
し
か

し
、
２０
日
前
後
の
働
き
、
そ

し
て
町
内
で
自
宅
か
ら
通
っ

て
、
何
と
か
共
同
で
電
気
代
、

家
賃
、
そ
う
い
う
も
の
を

持
っ
て
行
け
る
人
は
、
私
は

こ
れ
で
も
何
と
か
生
活
で
き

る
の
か
な
と
は
思
う
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
や
っ
ぱ
り
人
材
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
い

ろ
ん
な
面
で
よ
そ
の
市
町
村

か
ら
来
て
も
ら
う
人
も
い
る

と
思
う
し
、
ほ
し
い
と
も
思

う
と
町
も
考
え
て
い
る
と
思

う
。
そ
う
い
う
面
で
、
こ
の

賃
金
体
系
は
本
当
に
い
い
の

か
な
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
、
賃
金
の
大
幅
な

ア
ッ
プ
を
考
え
ら
れ
る
か
ど

う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
で

き
な
け
れ
ば
、
何
か
い
い
支

援
策
と
い
う
か
、
そ
う
い
う

も
の
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
一
般
事
務
員
及

び
医
療
、
教
育
に
携
わ
る
専

門
職
や
パ
ー
ト
勤
務
な
ど
、

多
種
多
様
な
臨
時
職
員
を
採

用
し
て
お
り
ま
す
。
賃
金
の

設
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
職

種
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
ま

た
勤
務
場
所
や
勤
務
状
況
が

異
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
業

務
内
容
や
本
人
が
有
す
る
資

格
な
ど
を
勘
案
し
、
職
種
ご

と
に
賃
金
を
決
定
し
、
毎
年

正
職
員
と
同
様
に
人
事
院
勧

告
な
ど
を
参
考
に
適
宜
見
直

し
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
例
え
ば
加
工
セ
ン
タ
ー
の

臨
時
職
員
や
学
校
に
配
置
し

て
い
る
学
習
支
援
員
な
ど
に

つ
い
て
は
、
月
額
賃
金
と
す

る
な
ど
、
一
般
職
員
に
準
じ

た
賃
金
と
し
て
い
る
ほ
か
、

職
種
に
よ
っ
て
は
チ
ー
フ
手

当
の
支
給
、
経
験
年
数
を
加

味
し
た
日
額
給
の
設
定
や
あ

る
程
度
の
定
期
昇
給
が
あ
る

よ
う
な
設
定
の
職
場
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
専
門
職
、
こ

れ
は
特
に
看
護
師
だ
と
か
保

育
士
な
ど
は
本
人
の
資
格
等

に
よ
っ
て
適
正
な
賃
金
体
系

を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
賃
金
の
他
に
通
勤

手
当
や
期
末
手
当
な
ど
を
支

給
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
近

隣
町
村
あ
る
い
は
町
内
の
事

業
所
と
比
較
し
て
も
決
し
て

低
い
賃
金
水
準
で
は
な
い
と

今
回
は
、
臨
時
職
員

の
賃
金
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。
先
月
、
私
の

と
こ
ろ
へ
町
民
の
方
か
ら
臨

時
職
員
の
募
集
の
チ
ラ
シ
を

見
て
、
あ
ん
な
に
賃
金
が
安

い
の
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た

の
で
す
。
生
活
で
き
る
の
か

と
、
そ
う
い
う
こ
と
で
し

た
。
ゆ
と
り
あ
る
状
況
が
な

い
と
、
や
っ
ぱ
り
仕
事
を
し

て
い
て
も
生
き
が
い
と
か
自

分
の
将
来
に
つ
い
て
設
計
が

持
て
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
町
の
臨
時
職
員

の
賃
金
を
見
ま
す
と
、
昨
年

か
ら
１
０
０
円
ほ
ど
上
が
っ

て
、
最
低
の
日
給
の
人
で

６
２
０
０
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
消
費
税
は
、
昨
年
４

月
に
３
％
上
が
り
ま
し
て

８
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。
考

え
ま
す
と
、
６
１
０
０
円
が

６
２
０
０
円
に
上
が
る
と
い

う
こ
と
は
、

１．６
％
ほ
ど
の

上
昇
か
な
と
私
は
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
、
役
場
職
員
と

い
う
の
は
週
休
２
日
制
で
休

日
、
祭
日
が
多
く
て
、
計
算

し
た
と
こ
ろ
年
間
に
２
４
３

日
ほ
ど
働
い
て
い
ま
す
。
と

い
う
こ
と
は
、
月
に
す
る
と

２０
日
間
で
す
。
６
２
０
０
円

の
日
給
で
２０
日
強
、
２０
・ 

２５
日
で
す
か
。
計
算
し
ま
し

た
。
２０
・ 

２５
日
で
１２
万
円

数
千
円
の
賃
金
が
も
ら
え
ま

す
。
そ
れ
か
ら
諸
経
費
を
引

く
と
１０
万
そ
こ
そ
こ
し
か
あ

た
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状

を
考
え
ま
す
と
、
町
長
が
執

行
方
針
で
町
を
育
む
人
づ
く

り
だ
と
か
、
い
ろ
ん
な
人
を

育
て
る
と
い
う
よ
う
な
文
章

が
た
く
さ
ん
執
行
方
針
の
中

で
出
て
き
ま
す
が
、
本
当
に

お
家
の
事
情
と
い
う
か
、
自

分
が
雇
っ
て
い
る
臨
時
職
員

と
は
い
え
、
や
っ
ぱ
り
同
じ

人
で
同
じ
時
間
働
い
て
い
る

と
私
は
思
う
の
で
す
。
そ
う

し
た
人
た
ち
の
配
慮
と
い
う

か
、
こ
の
人
た
ち
に
は
組
合

も
あ
り
ま
せ
ん
。
町
長
と
賃

金
交
渉
な
ん
か
で
き
る
立
場

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
生
活
す

る
上
で
賃
金
は
最
低
条
件

の
、
ゆ
と
り
を
持
つ
た
め
の

最
低
限
の
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
私

蛯
沢
儀
弘
議
員

◆
臨
時
職
員
の
賃
金
を
物
価
上
昇
も
あ
り
、
大
幅
に
引
き
上
げ
る
必
要
が

　
あ
る
の
で
は
。

　
◇
一
般
職
員
及
び
臨
時
職
員
を
含
め
た
人
件
費
は
、
町
民
へ
の
影
響
も
含
め
今

　
　
後
も
慎
重
に
対
応
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問
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い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
し
て
も
一
番
低
い

と
こ
ろ
で
生
活
で
き
る
か
ど

う
か
と
い
う
判
断
さ
れ
る
と
、

雇
っ
て
い
る
方
と
し
て
も
非

常
に
厳
し
い
と
思
う
の
で
す
。

あ
く
ま
で
も
そ
の
く
ら
い
の

業
務
内
容
だ
か
ら
賃
金
設
定

も
そ
う
な
っ
て
い
る
こ
と
を

ぜ
ひ
ご
理
解
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

正
職
員
に
つ
い
て
は
本
年
４

月
以
降
の
給
料
は
昨
年
の
人

事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
制
度

の
総
合
的
見
直
し
に
伴
い
、

基
本
給
の
平
均
２
％
引
き
下

げ
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
臨
時
職
員
に

つ
い
て
は
、
賃
金
の
引
き
下

げ
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

本
来
で
あ
り
ま
す
と
、
今
ま

で
の
ル
ー
ル
で
い
く
と
、
正

職
員
が
下
が
れ
ば
臨
時
職
員

も
下
げ
る
よ
う
な
ル
ー
ル
で

ず
っ
と
き
て
い
る
の
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
れ
は
や
っ
て
い

な
い
。
そ
し
て
な
お
か
つ
、

こ
れ
は
私
に
な
っ
て
か
ら
で

す
け
れ
ど
も
２６
年
、
２７
年
と

２
年
連
続
し
て
、
わ
ず
か
と

は
い
え
日
額
１
０
０
円
ず
つ

上
げ
て
き
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
何
も
や
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
私

に
な
っ
て
か
ら
や
っ
て
い
る

と
い
う
ふ
う
に
ぜ
ひ
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
当
面
は
、
現
行
の
算

定
方
法
で
支
給
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
特

に
ま
た
、
臨
時
職
員
含
む
役

場
職
員
も
消
費
税
の
問
題
等
、

本
当
に
生
活
は
大
変
だ
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
町

村
の
取
り
巻
く
状
況
、
環
境
、

一
般
の
町
民
の
方
も
含
め
て

厳
し
い
経
済
状
況
、
不
況
も

あ
り
ま
す
し
、
本
当
に
先
が

わ
か
ら
な
い
よ
う
な
状
況
も

あ
り
ま
す
の
で
、
一
般
職
員

及
び
臨
時
職
員
を
含
め
た
人

件
費
に
つ
い
て
は
、
一
般
町

民
の
方
々
の
影
響
も
含
め
て

今
後
も
慎
重
に
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

今
回
私
は
、
町
長
の

重
点
公
約
の
一
つ
で

も
あ
り
ま
す
子
育
て
支
援
対

策
の
今
後
の
具
体
的
な
方
向

性
と
い
い
ま
す
か
、
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
町
長
は
、
町
政
執
行
方
針

の
中
で
子
育
て
、
少
子
化
対

策
で
未
来
を
担
う
子
ど
も
が

健
や
か
に
成
長
で
き
る
環
境

づ
く
り
と
多
様
化
す
る
子
育

て
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

教
育
委
員
会
に
子
育
て
支
援

グ
ル
ー
プ
を
新
設
し
、
子
育

て
に
関
す
る
窓
口
の
一
元
化

と
関
係
部
署
と
の
連
携
強
化

に
よ
っ
て
子
育
て
町
民
の
世

代
が
利
用
し
や
す
く
、
幼
児

期
か
ら
学
齢
ま
で
連
続
性
の

あ
る
質
の
高
い
子
育
て
支
援

を
実
施
す
る
と
い
う
ふ
う
に

述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
子
育

て
支
援
制
度
は
平
成
２４
年
に

子
ど
も
、
子
育
て
関
連
３
法

と
い
う
の
が
国
会
に
て
可
決

さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
各
自
治

体
で
も
っ
て
独
自
の
子
育
て

支
援
制
度
を
つ
く
り
上
げ
て

い
る
の
が
実
態
で
あ
り
ま

す
。
子
育
て
支
援
の
施
策
を

大
き
く
分
類
し
ま
す
と
、
健

康
面
や
疾
病
予
防
に
関
す
る

医
療
分
野
、
学
校
学
習
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
教
育

分
野
、
出
産
祝
金
、
子
育
て

支
援
住
宅
、
医
療
費
の
全
額

助
成
な
ど
経
済
面
を
支
援
す

る
生
活
環
境
分
野
の
３
つ
に

分
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。
本

町
で
は
、
従
来
よ
り
高
校
生

ま
で
の
医
療
費
助
成
、
出

産
祝
金
、
予
防
接
種
の
助

成
、
ま
た
保
育
料
の
軽
減
を

図
る
た
め
の
保
育
給
付
事
業

な
ど
、
経
済
的
な
支
援
も
多

岐
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
的

に
も
全
道
的
に
も
黒
松
内
町

ほ
ど
そ
う
い
う
面
で
充
実
し

て
い
る
部
分
が
多
い
と
い
う

の
は
、
今
回
調
べ
て
み
て
改

め
て
感
じ
た
わ
け
な
の
で
す

け
れ
ど
も
、
ま
だ
ま
だ
不
十

分
と
い
い
ま
す
か
、
ま
だ
補

足
で
き
る
部
分
が
あ
る
の
か

な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
た
の

も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

教
育
分
野
に
つ
い
て
も
学
習

支
援
員
、
特
別
補
助
支
援
員

の
適
正
な
配
置
、
世
界
文
化

遺
産
・
西
予
市
交
流
体
験
学

習
補
助
金
、
修
学
旅
行
で
あ

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
等
々
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

子
育
て
支
援
策
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ま
だ

ま
だ
幾
つ
か
の
課
題
が
挙
げ

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
、
幼
児
期
か
ら
高
校
生
ま

で
安
心
し
て
受
診
で
き
る
医

療
体
制
の
充
実
が
急
務
で
あ

り
ま
す
。
国
保
病
院
の
平
成

２８
年
４
月
か
ら
指
定
管
理
者

制
度
導
入
に
向
け
た
小
児
科

診
療
体
制
な
ど
の
充
実
が
今

後
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
る
の

か
、
町
長
の
考
え
方
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

景
気
回
復
が
言
わ
れ
て
い
る

中
、
ま
だ
ま
だ
地
方
に
は
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
近
々
消
費
税
も
８
％
か

ら
１０
％
に
な
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
る
中
、
子
育
て
世
帯
に

は
教
育
関
係
に
関
す
る
費
用

の
増
大
や
給
食
費
な
ど
の
負

担
も
重
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
給
食
費
な
ど
の
一
部

助
成
も
考
え
ら
れ
な
い
も
の

な
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て

も
町
長
の
考
え
方
を
伺
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
施
策
に
つ

い
て
は
、
幼
児
期
か
ら
高
校

ま
で
継
続
性
の
強
い
施
策
が

必
要
と
さ
れ
ま
す
。
子
育
て

世
代
が
少
し
で
も
安
心
、
安

全
で
暮
ら
せ
る
支
援
対
策
の

具
体
的
な
方
向
性
を
ど
う
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て

福
本
誠
一
議
員

◆
子
育
て
支
援
対
策
の
今
後
の
具
体
的
な
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

　
い
る
の
か
。

　
◇
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
支
援
や
環
境
づ
く
り
の
充
実
に
向
け
て
取

　
　
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問
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支
援
会
議
と
い
う
の
が
設
置

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も

伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
、
よ
り
よ
い

子
育
て
の
環
境
づ
く
り
は
、

私
の
公
約
に
お
い
て
、
議
員

が
お
話
の
と
お
り
重
要
な
施

策
の
一
つ
に
位
置
付
け
て
お

り
ま
す
。

　
公
約
で
掲
げ
た
一
部
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
い

つ
も
元
気
で
健
康
な
ま
ち
づ

く
り
分
野
で
は
、
担
当
窓
口

の
一
元
化
や
児
童
ク
ラ
ブ
の

受
入
れ
年
齢
の
拡
大
、
そ
れ

か
ら
時
間
等
の
拡
充
、
予
防

接
種
助
成
の
制
度
化
、
保
育

料
の
軽
減
対
策
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
を
守
る
人
、
未

来
を
語
る
人
、
未
来
を
担
う

人
づ
く
り
分
野
で
は
、
子
ど

も
の
成
長
を
支
援
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
、
子
ど
も
も

気
軽
に
利
用
で
き
る
町
民
体

育
館
へ
の
改
築
等
を
示
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

き
３
年
目
と
な
り
、
実
現
化

さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
正
直

ま
だ
ま
だ
残
っ
て
お
り
ま
す

が
、
窓
口
の
一
本
化
だ
と
か

予
防
接
種
の
助
成
は
ご
承
知

の
と
お
り
実
施
す
る
こ
と
が

き
で
ま
し
た
し
、
体
育
館
に

つ
き
ま
し
て
も
、
来
年
度
新

築
に
向
か
っ
て
今
年
度
か
ら

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
し
、

新
し
い
体
育
館
で
は
や
は
り

小
さ
な
子
ど
も
さ
ん
も
含
め

て
、
高
齢
者
の
方
も
含
め
て

い
ろ
ん
な
年
代
の
方
々
が
楽

し
め
る
よ
う
な
体
育
館
に
し

た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
よ
り
教
育
委
員
会

内
に
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

を
設
置
し
ま
し
て
２
カ
月
余

り
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
が
、

今
後
の
具
体
的
な
方
向
性
を

示
す
ま
で
の
整
理
は
ま
だ
残

念
な
が
ら
進
ん
で
い
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
間
、
今
ま

で
教
育
委
員
会
と
保
健
福
祉

課
が
担
当
し
て
お
り
ま
し
た

情
報
が
一
元
化
さ
れ
、
子
育

て
支
援
を
考
え
る
上
で
、
よ

り
よ
い
判
断
が
で
き
る
環
境

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
検
討
し
て
お
り
ま
す

の
は
、
５
歳
児
健
診
の
実
施

や
学
校
授
業
に
お
い
て
特
別

な
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
の

幼
児
期
か
ら
の
記
録
手
帳
作

成
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ

い
て
も
実
施
に
向
け
て
関
係

者
と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
取
り
組
み
す
る
上

で
の
課
題
は
、
共
稼
ぎ
世
代

の
増
加
か
ら
保
育
園
入
所
や

児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
を
希
望

す
る
世
帯
が
あ
る
も
の
の
、

そ
の
担
い
手
と
な
る
保
育
士

な
ど
の
働
き
手
が
不
足
し
て

い
る
点
が
あ
り
ま
す
。

　
施
策
を
展
開
す
る
上
で
財

政
的
な
課
題
も
ご
ざ
い
ま
す

が
、
働
き
手
の
人
材
の
不
足

が
見
ら
れ
る
様
々
な
課
題
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
中
長
期

的
な
視
点
を
持
っ
て
総
合
的

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
３
月
に
策
定
し

た
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
会
議
や
関

係
者
な
ど
と
も
子
育
て
世
代

の
方
々
か
ら
の
意
見
、
要
望

を
参
考
と
し
て
、
ま
た
、
地

方
創
生
総
合
戦
略
に
お
け
る

検
討
内
容
も
含
め
、
安
心
し

て
子
育
て
の
で
き
る
支
援
や

環
境
づ
く
り
の
充
実
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
ず
今
も
言
い
ま
し
た
と

お
り
、
１
つ
は
や
は
り
人
口

減
少
も
含
め
て
考
え
る
と
き

に
、
若
い
世
代
の
方
が
い
か

に
、
ま
ず
は
出
会
い
、
そ
し

て
結
婚
、
出
産
し
て
、
そ
の

子
ど
も
さ
ん
が
い
か
に
健
や

か
に
成
長
す
る
た
め
子
育
て

に
対
す
る
支
援
が
で
き
る
か
、

こ
う
し
た
若
い
世
代
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ

目
の
な
い
支
援
も
必
要
だ
ろ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
い
か
に
子
育

て
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て

い
る
か
、
将
来
に
わ
た
っ
て

住
み
続
け
て
い
く
こ
と
が
、

そ
う
い
う
判
断
し
て
も
ら
え

る
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な

基
準
に
な
る
の
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
ま
た
、
医
療
体

制
の
充
実
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
国
保

病
院
の
診
療
体
制
が
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
家
庭
医
の
先
生
が
配
置

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か

か
り
つ
け
医
と
い
う
よ
う
な

位
置
づ
け
で
町
民
の
皆
さ
ん

も
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
か

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
小

さ
な
子
ど
も
さ
ん
も
普
段
の

状
況
の
変
化
も
的
確
に
捉
え

た
診
断
も
で
き
る
と
思
い
ま

す
し
、
仮
に
専
門
的
な
判
断

が
必
要
な
と
き
は
、
デ
ー
タ

の
共
有
に
よ
っ
て
中
央
病
院

の
専
門
医
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

い
た
だ
け
る
よ
う
な
関
係
も

出
て
く
る
と
、
小
児
科
と
い

う
診
療
科
目
は
立
ち
上
げ
が

で
き
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
よ

り
専
門
的
な
傷
病
に
も
対
応

で
き
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
消
費
税
等
々
、
い

ろ
い
ろ
物
価
が
上
が
っ
て
い

る
中
に
対
し
て
の
、
議
員
の

方
か
ら
例
と
し
て
給
食
費
の

助
成
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
こ
の
辺
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
の

低
所
得
化
と
言
い
ま
す
か
、

低
所
得
世
帯
が
多
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
給

食
費
が
い
い
の
か
ど
う
か
、

そ
れ
は
ま
た
検
討
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
何
が
し
か
の
経

済
的
な
支
援
も
必
要
だ
ろ
う

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
会

議
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
れ

は
従
来
あ
り
ま
し
た
児
童
館

運
営
委
員
等
も
兼
ね
た
よ
う

な
形
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
児
童
館
に
関
す
る
運
営

の
部
分
も
含
め
て
、
あ
る
い

は
ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
計
画
の
具
現
化
に
向
け

た
専
門
家
の
会
議
と
し
て
、

関
係
者
の
会
議
と
し
て
こ
れ

か
ら
も
活
動
、
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

答
弁
・
鎌
田
町
長

お
こ
と
わ
り

紙
面
の
都
合
で
質
問

内
容
を
要
約
し
て
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、了
承
願
い
ま
す
。



第191号 10

　
議
会
広
報
１
９
１
号
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。
内
容
は
、
６
月
に

行
わ
れ
た
第
２
回
定
例
会
に
て
議

決
さ
れ
た
補
正
予
算
、
一
般
質
問

等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
広
島
、
長
崎
に
原
爆
が

投
下
さ
れ
、
終
戦
か
ら
７０
年
が
経

ち
ま
し
た
。
世
界
各
地
で
内
戦
や

紛
争
が
今
な
お
続
き
、
悲
惨
な
状

況
を
目
に
す
る
中
で
、
日
本
が
７０
年
も
の
間
平
和
で

あ
る
こ
と
の
〈
し
あ
わ
せ
〉
を
感
じ
ま
す
。

　
戦
争
に
加
担
せ
ず
、
平
和
外
交
と
難
民
支
援
に
こ

れ
か
ら
も
力
を
注
い
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
１０
月
に
は
、
議
会
議
員
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
必
ず
権
利
を
行
使
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
陸
上
競
技
で
中
学
生
が
全
国
大
会
へ
出

場
、
ま
た
、
少
年
野
球
チ
ー
ム
の
黒
松
内
ス
タ
ー
ズ

が
、
こ
の
夏
に
２
つ
の
全
道
大
会
に
て
準
優
勝
・
３

位
に
輝
き
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
体
験
が
、
人
生
を

生
き
る
力
に
変
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
早
い
も
の
で
、
実
り
の
秋
、
今
年
も
豊
作
に
な
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

広
報
編
集
委
員
長
　
　
蛯
沢
　
儀
弘

副
委
員
長
　
　
忠
鉢
　
廣
喜

委
　
　
員
　
　
藤
村
　
賢
一

〃
　
　
　
菅
　
　
　
一

〃
　
　
　
福
本
　
誠
一

　４日　議会運営委員会

　８日～第２回定例会

１５日　後志総合開発期成会後志段階要望（倶知安町）

１７日　後志町村議会議長会臨時総会

　　　　北海道町村議会議長会定期総会（札幌市）

１９日　平成２７年度寿都地区防犯協会定期総会

２８日　岩内町役場落成式

２９日　後志総合開発期成会道段階要望（札幌市）

　２日　後志町村議会議員パークゴルフ大会（黒松内町）

　７日～北海道町村議会議員研修会（札幌市）

１０日　戦没者追悼式

１３日　中体連等全道大会出場選手壮行会

１５日　後志総合開発期成会中央要望（東京都）

１６日　全国森林環境税創設促進議員連盟定期総会（新潟県）

２１日　国道２２９号余市・岩内・島牧間整備促進期成会総会

２３日　朱太団地改修等調査特別委員会現地視察

３０日　日本ハムファイターズ

　　　　キッズサマーキャンプ開会式

３１日　水辺の森植樹祭

　８日　黒松内町成人式

２０日　第２回臨時会

２７日　後志管内町村議会議員研修会（寿都町）

６月

７月

８月

議会は公開が原則です
☆　マナ・ヴェールに会議録の写しを置いてありますのでご覧ください。

☆　町ホームページでは、過去に開催された議会の動画や議会広報しゅぶと川のバックナンバーをご覧

　　いただけます。

☆　年に４回開催される定例町議会や、必要に応じて開催される臨時町議会は、どなたでも傍聴できます。

　　開催日程については、町ホームページをご覧いただくか、議会事務局に直接お問い合わせください。


